
５－２．空間図形の求積（長さ・面積・体積・角度ほか） 【２００８年度実施】 
 

【問１】 

底面の円の直径が 4cm，母線の長さが 12cmの円すいがある。図のように，この円すいを頂点 O を中心として平

面上をすべることなくころがした。円すいが点線で示した円の上を1周してもとの位置にかえるまでに何回転するか求

めなさい。 

（青森県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

回転 

 
 
 
 
 

【問２】 

1 辺の長さが 5cm の立方体の体積と，直径が 6cm で高さが 5cm の円柱の体積はどちらがどれだけ大きいか，

下の  ア  ，  イ  にあてはまる立体の名称や値を書きなさい。ただし，円周率はπとする。 

（青森県 2008年度） 
 

  ア   の体積のほうが大きく，その差は   イ   cm3である。 

 
 

解答欄 

 

ア イ 

 
 
 



【問３】 

図のように，1辺の長さが 6cmの立方体 ABCD－EFGHがあります。このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（岩手県 2008年度） 

問１．立方体 ABCD－EFGHの体積は，四面体CFGHの体積

の何倍ですか。 

 
 
 
 

問２．四面体 ACFHの体積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
解答欄 

 

問１ 倍 

問２ cm3 

 
 
 

【問４】 

図のように，∠A と∠B がともに 90°より小さい角である△ABC において，頂点 C から辺 AB にひいた垂線と辺

AB との交点を D とします。AB＝9cm，AD＝6cm，CD＝5cmのとき，△ABC を，辺 AB を軸として 1回転させて

できる立体の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとします。 

（宮城県 2008年度） 

 
解答欄 

 

cm3 

 
 
 



【問５】 

図 1は，底面の 1辺の長さと高さが等しい正四角錐である。図 2は，1辺の長さが図 1の正四角錐の高さの 2倍

の立方体である。図 2の立方体の体積は，図 1の正四角錐の体積の何倍か，求めなさい。 

（秋田県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

倍 

 
 
 
 
 

【問６】 

図のように，直線ℓ と長方形 ABCDがあり，辺 CDは直線ℓ 上にある。点 Eは対角線 AC，BDの交点で，AB＝

8cm，BC＝6cmである。直線ℓ を回転の軸として三角形 BCE を 1回転させてできる立体の表面積を求めなさい。

ただし，円周率はπとする。 

（秋田県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm2 

 
 
 



【問７】 

図において，四角すいOABCDは，すべての辺の長さが 4cmの正四角すいである。このとき，次の問いに答えな

さい。 

（山形県 2008年度） 

(1) この正四角すいを，4 つの辺 OA，AB，AD，OC で切って開いたと

き，その展開図の形となっているものを，次のア～エから 1 つ選び，

記号で答えなさい。 

 
 
 
 
 

 

(2) この正四角すいで，2つの辺OA，OBの中点をそれぞれP，Qとするとき，四角形PQCDの面積を求めなさい。 

 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm2 

 
 
 

【問８】 

図のような，底面の半径が 3 cm，体積が 18π cm3の円すいがある。この円すいの高さを求めなさい。 

（福島県 2008年度） 

 
解答欄 

 

cm 

 
 
 



【問９】 

図のように，4点 O，A，B，C を頂点とする 1辺の長さが 8cmの正四面体がある。辺 BCの中点をM とし辺 OA

上に OD＝MD となるように点 Dをとる。このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2008年度） 

問１．線分 OMの長さを求めなさい。 

 
 
 
 

問２．△OAMの面積を求めなさい。 

 
 
 
 
 

問３．点 Dから線分 AMにひいた垂線と AM との

交点を H とするとき，DH の長さを求めなさ

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm2 

問３ cm 

 
 
 
 
 

【問 10】 

体積が 32πcm3の円すいがある。この円すいの高さが 6cmのとき，底面の円の半径を求めなさい。ただし，πは

円周率とする。 

（茨城県 2008年度） 

解答欄 

 

cm 

 
 
 



【問 11】 

図のように，1 辺が 4cm の正方形 ABCD を底面とし，OA＝OB＝OC＝OD＝ 24 cm とする正四角すい

OABCDがある。辺BCの中点をPとし，線分APの中点をQとする。また，辺OA上にQA＝QRとなる点Rをとる。

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（茨城県 2008年度） 

問１．△ADQの面積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 

問２．線分 ARの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ cm 

 
 
 

【問 12】 

図の直角三角形を，直線ℓ を軸として 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。 

（栃木県 2008年度） 

 
解答欄 

 

cm3 

 
 
 



【問 13】 

図において，円柱 Aと円すいBは高さが等しく，Aの底面の半径はBの底面の半径の 2倍である。Aの体積はB

の体積の何倍となるか，求めなさい。 

（群馬県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

倍 

 
 
 
 
 

【問 14】 

図のような，1辺の長さが 6cmの立方体 ABCD－EFGHにおいて， 4つの点 A，B， C，Fを頂点とする立体の

体積を求めなさい。 

（埼玉県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm3 

 
 
 



【問 15】 

図は，底面の半径が 5cm，高さが 12cmの円柱の展開図である。この展開図において，1つの底面に直径ABを

とり，AC＝6cm となる点 C をその円周上にとって△ABC をつくる。また，もう 1つの底面の中心を点 D とする。この

展開図を組み立て，4点 A，B，C，Dを頂点とする立体を考えたとき，その体積を求めなさい。 

（千葉県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm3 

 
 
 



【問 16】 

点 A，B，C，D，E，F，G，H を頂点とし，底面が 1 辺 5cm の正方形で，高さが 10cm の正四角柱を X とする。

次の問１，問２に答えなさい。 

（千葉県 2008年度） 

 
 
 

問１．図 1は，正四角柱 Xにおいて，面 BFGC上に点 Pをとり，点 A と点 P，点 P と点 Hを，立体の内部でそれぞ

れ結んだ線分を表したものである。ひろみさんは，2つの線分の長さの和AP＋PHが最小になるときの値を求め

るために，次のように考えた。 

 

ひろみさんの考え 

図 2のように，正四角柱 X と同じ立体を，面 BFGC側で 4つの頂点が重なるように並べ，辺 HG

の延長上にある頂点をHとすると，PH＝P Hだから，AP＋PH＝AP＋P Hとなる。 

これにより，図 3のように，点 A と点Hを結んだ線分 A Hの長さが，AP＋PHの最小の値と等しく

なることが分かる。 

 

この考えを参考にして，AP＋PHの最小の値を求めなさい。 

 

 
 
 



 

問２．図 4 は，正四角柱 Xにおいて，面 BFGC 上に点 P，面 CGHD 上

に点Q，面DHEA上に点Rをとり，点 A と点 P，点 P と点Q，点Q と

点 R，点 R と点 F を，立体の内部でそれぞれ結んだ線分を表したも

のである。かおるさんは，4つの線分の長さの和 AP＋PQ＋QR＋RF

が最小になるときの値を求めることにした。そこで，問１のひろみさん

の考えを参考にして，図 5 のように，正四角柱 X と同じ立体を，頂点

が重なるようにいくつか並べた図をかいて考えた。 

この考えを参考にして，AP＋PQ＋QR＋RF の最小の値を求めなさ

い。 

 
 
 

 
 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

 
 
 



【問 17】 

図 1に示した立体ABCD－EFGHは，1辺の長さが 10cm の立方体である。点Pは，頂点Aを出発し，辺AE，

辺EF上を，毎秒 1cmの速さで動き，20秒後に頂点 Fに到着する。点Qは，点 Pが頂点 Aを出発するのと同時に

頂点 B を出発し，辺 BF，辺 FG上を，点 P と同じ速さで動き，20秒後に頂点 Gに到着する。頂点 D と点 P，頂点

D と点 Q，点 P と点 Qをそれぞれ結ぶ。次の各問に答えよ。 

（東京都 2008年度） 

問１．点 Pが頂点 A を出発してから 6秒後のとき，△DPQの面積は

何 cm2 か。ただし，答えに根号がふくまれるときは，根号をつけ

たままで表せ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２．図 2は，図 1において，点 Pが辺 EF上にあるとき，頂点 H と

点 P，頂点 H と点 Q をそれぞれ結んだ場合を表している。立体

D－HPQの体積が 125cm3となるのは，点 Pが頂点 A を出発

してから何秒後か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm2 

問２ 秒後 

 
 
 



【問 18】 

図は，線分 AB を直径とする円 O を底面とし，AC＝6cm を高さとする円柱である。点 D は円 O の周上の点で，

∠AOD＝90°であり，点 E は点 D をふくまない 上の点で，∠AOE＝150°である。また，点 F はこの円柱の 2

つの底面のうち円 O とは異なる円の周上の点で，線分 EF は底面に垂直である。AB＝AC のとき，次の問いに答え

なさい。ただし，円周率はπとする。 

（神奈川県 2008年度） 

問１．この円柱の体積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２．線分 EF 上に点 G を EG＝4cm となるようにとるとき，2 点

D，G間の距離を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

 
 
 



【問 19】 

図のような，1辺の長さが 6cmの立方体がある。頂点 Fから対角線 AGに引いた垂線と対角線 AGの交点を P と

し，辺 BCの中点をM とする。このとき，次の問１～問４に答えなさい。 

（新潟県 2008年度） 

問１．対角線 AGの長さを求めなさい。 

 
 
 
 

問２．△AFG∽△FPGであることを証明しなさい。 

 
 

問３．△AFPの面積を求めなさい。 

 
 
 
 

問４．4 点 M，A，F，P を結んでできる三角すいの体積を

求めなさい。 

 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ 

証明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３ cm2 

問４ cm3 

 
 
 



【問 20】 

図のような正四面体 ABCDについて，次の問いに答えなさい。 

（富山県 2008年度） 

(1) 辺 AB とねじれの位置にある辺を答えなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 正四面体 ABCDの 1辺の長さを 2cm とする。辺 AB，ADの中点

をそれぞれE，Fとし，点 Pが辺 AC上を動くものとする。線分EPと

PFの長さの和が最も小さくなるとき，その値を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm 

 
 
 



【問 21】 

図 1は，12個の氷をつくる製氷皿を模式的に表したものである。図 2は，図 1の製氷皿の氷 1個をつくる部分の

容器を表したものであり，四角形 ABCD と EFGHは 1辺の長さがそれぞれ 3cm と 2cmの正方形で，容器の深さ

は 2 cmである。また，AB∥EF，AE＝BFで，4つの側面はすべて合同な台形である。ただし，氷 1個をつくる部分

の容器はすべて同じであり，容器の厚さは考えないものとする。このとき，下の問１～問３に答えなさい。 

（石川県 2008年度） 

 

 

問１．図 2の立体において，面 BFGCに平行な辺をすべて書きなさい。 

 
 

問２．図 2の立体の辺 AEの長さを求めなさい。 

 
 
 
 

問３．図 1の製氷皿の 12個の容器すべてに，水の深さが 1 cmになるように水を入れたい。このとき，必要な水の量

は何 cm3か，求めなさい。なお，途中の計算も書くこと。 

 
 

解答欄 

 

問１  

問２ cm 

問３ 

計算 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答        cm3      

 
 
 



【問 22】 

図１は，横 10cm，縦 6cm，高さ 8cm の直方体の容器に水をいっぱいに入れたものである。この状態から容器を

傾け，水をこぼしていき，容器に残った水の体積を調べる学習をした。このとき，次の問１～問３に答えなさい。ただ

し，容器の厚さは考えないものとする。 

（山梨県 2008年度） 

 

問１．図 2 において，点 P， Q はそれぞれ辺 EH，辺 FG の中点である。恵子さんは，図 2 のように水面が四角形

CDPQ となった時点でこぼすのをやめた。このとき，こぼす前の水 (図 1) の体積と，残っている水 (図 2) の体

積の比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。 

 
 
 

問２．良夫さんは，図3のように水面が三角形CHFとなった時点でこぼすのをやめた。このとき，残っている水の体積

を求めなさい。 

 
 
 

問３．律子さんは図 1 の状態から水をこぼしていき，あるところでこぼすのをやめ，傾いた角度を元に戻す途中でとめ

たところ図 4のように水面が四角形 RSTU となった。ただし FR＝2cm，FS＝3 cm，ET＝9cm，EU＝6cmで

ある。このとき，次の(1)，(2)に答えなさい。 

  

(1) 図 4において，△FSR∽△ETU となることを証明しなさい。 

 
 

(2) 図 5 は，図 4 の状態から，さらに角度を元に戻し，底面の長方形 EFGH と水面の長方形 IJKL が平行

になった状態である。このときの水の深さ JFを求めなさい。 

 
 



解答欄 

 

問１ こぼす前の水：残っている水     ： 

問２ cm3 

問３ 

(1) 

証明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) cm 

 
 
 



【問 23】 

円柱の容器 A と円錘の形をした鉄のおもり B がある。容器 A，おもり B は，どちらも底面の半径が 6cm，高さが

15cm である。図のように，容器 A におもり B を入れ，底面が水平な状態で水を入れていく。ただし，容器の厚みは

考えないものとする。また，円周率はπとする。 

（長野県 2008年度） 

(1) 水面の高さが，おもり B を入れた容器 A の高さの半分になったとき，水面の

面積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) おもり B を入れた容器 A いっぱいにたまった水を，1 辺が 12cm の立方体の容器 C に残らず移した。容器 C

の水面の高さを求めなさい。ただし，容器 Cは底面が水平になるように置いてあるものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

(1) cm2 

(2) cm 

 
 
 



【問 24】 

図 5の立体は，AB＝AD＝6 cm，AE＝10 cm の直方体である。図 7は，図 5の直方体の面 EFGH と合同

な正方形 IJKLを底面とし，4つの側面がすべて合同な二等辺三角形である正四角すいの展開図である。この展開 

図を組み立ててできる正四角すいの体積が，図5の直方体の体積の
6

1
であるときの，辺MIの長さを求めなさい。 

（静岡県 2008年度） 

  
 
 

解答欄 

 

cm 

 
 
 

【問 25】 

図は，∠ACB＝∠DFE＝90°の 2つの直角三角形ABC，DEFを底面とし，側面はすべて長方形である三角柱

で，Gは辺 ABの中点，Hは辺DF上の点である。三角柱の表面に，点Gから点Hまで，辺 BC と CFに交わるよう

に赤い糸をかけ，点 G から点 H まで，辺 AC に交わるように青い糸をかける。それぞれの糸の長さが最短となるよう

にかけたとき，2本の糸の長さが等しくなった。AC＝CF＝2cm，BC＝4cmであるとき，FHの長さは何 cmか。 

（愛知県Ａ 2008年度） 

 
解答欄 

 

cm 

 
 
 



【問 26】 

図で，四角すい OABCD は，側面がすべて正三角形の正四角すいである。頂点 O から底面 ABCD までの高さ

が 6cmであるとき，この正四角すいの体積は何 cm3か。 

（愛知県Ｂ 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm3 

 
 
 



【問 27】 

図のように，1辺が 4cmの立方体と，この立方体の各面の対角線の交点を結んでできる立体Ｋがある。立体Ｋは，

2つの正四角すいの底面をぴったり合わせた立体とみることもできる。このとき，次の各問いに答えなさい。 

（三重県 2008年度） 

(1) 正四角すいの底面の形として，最も適当なものを

次のア～エから 1つ選び，その記号を書きなさい。 

 

ア．正方形 

イ．長方形 

ウ．ひし形 

エ．平行四辺形 

 
 
 

(2) 立体Ｋの体積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) この立方体の 8つの頂点から点 A を含む 4つの点を選び，それらを結んで立体をつくる。できた立体のすべて

の面が合同な正三角形になるとき，点 A以外の 3つの点をすべて書きなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

(1)  

(2) cm3 

(3)    

 
 
 



【問 28】 

図 2 は，底面の円の半径が 2cm，母線の長さが 7cm の円錐の展開図である。この円錐の体積を求めなさい。た

だし，円周率はπとする。 

（滋賀県 2008年度） 

 
解答欄 

 

cm3 

 
 
 

【問 29】 

図のように，底面の円の直径A Bが 4cm，母線の長さが 4cmの円すいがある。このとき，次の問１・問２に答えよ。

ただし，円周率はπとする。 

（京都府 2008年度） 

問１．円すいの体積と表面積をそれぞれ求めよ。 

 
 
 
 
 

問２．点 Aから円すいの側面にそって点 Bまでひもをかける。ひもの長さが最

も短くなるようにするとき，このひもの長さを求めよ。ただし，ひもの太さ

は考えないものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

問１ 体積        cm3， 表面積        cm2 

問２ cm 

 
 
 



【問 30】 

図Ⅰ，図Ⅱにおいて，立体ABCD－EFGHはAB＝AD＝4cm，AE＝a cmの直方体である。次の問いに答えな

さい。 

（大阪府 前期 2008年度） 

問１．図Ⅰにおいて，直方体 ABCD－EFGH の体積と表面積をそれぞれ a を用

いて表しなさい。 

 
 
 
 

問２．図Ⅱは，a＝6 であるときの状態を示している。図Ⅱにおいて，面 BFGC，

AEFBを通ってCからEまで移動するときの道のりが最短となる経路が辺BF

を横切る位置を表す点をM とする。また，面 DABC，AEFB を通って Cから

Eまで移動するときの道のりが最短となる経路が辺ABを横切る位置を表す点

を N とする。C とM，M と E，C と N，N と E とをそれぞれ結ぶ。 

(1) Mは辺 BFの中点と一致する。線分 CMの長さを求めなさい。 

 
 
 
 

(2) 線分 NBの長さを求めなさい。求め方も書くこと。 

 
 
 
 

 

 

 

解答欄 

 

問１ 体積       cm3， 表面積       cm2 

問２ 

(1) cm 

(2) 

求め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

線分 NBの長さ     cm 

 
 
 



【問 31】 

写真のようなブランコをモデルにした問題である。図Ⅰ，図Ⅱにおいて，線分OAの長さ

は 12cmである。Bは線分OA上の点であり，△BACは∠BAC＝90°，BA＝2cm，AC

＝4cm の直角三角形である。線分 OD と△EDF とは，それぞれ線分 OA と△BAC とを

点Oを中心として同じ向きに同じ角度だけ回転させたものであり，EF∥AC となっている。

このとき，OA＝OD，△BAC≡△EDF である。∠AOD の大きさを a°とし，0＜a＜90 と

する。円周率をπとして，次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，そ

の形のままでよい。 

（大阪府 前期 2008年度） 
 

問１．図Ⅰにおいて，G は直線 OA と直線 EF との交点である。このとき，

OA⊥GFである。 

(1) 0°より大きく 180°より小さい角∠OEF の大きさを a を用いて表し

なさい。 

 
 
 
 

(2) 線分 BCの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 

(3) ㋐ △OGE∽△FDEであることを証明しなさい。 

 
 
 
 
 

㋑ 線分 OGの長さを求めなさい。求め方も書くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２．図Ⅱにおいて，図形 OBE は O を中心とし OB を半径とするおうぎ形である。図形 OCF は O を中心とし OC

を半径とするおうぎ形である。図Ⅱ中の●で示した部分は，線分 BA，AC， ，線分 FE， によって囲まれ

てできる図形である。●で示した部分の面積を aを用いて表しなさい。 

 
 
 

 

 

 
 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) 度 

(2) cm 

(3) 

㋐ 

証明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㋑ 

求め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   cm  

問２ cm2 

 
 
 



【問 32】 

図Ⅰ～図Ⅲにおいて，立体 ABC－DEF は三角柱である。△ABC，△DEF は，合同な二等辺三角形であり，AB

＝AC＝4cm，BC＝6cmである。四角形 ACFD，ABED，BCFEは長方形であり，AD＝3 cmである。A と E，A と

F とをそれぞれ結ぶ。次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，その形のままでよい。 

（大阪府 後期 2008年度） 

問１．図Ⅰにおいて，立体 A－BCFEの体積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

問２．図Ⅱにおいて，Gは，辺 AD上にあって A，D と異なる点であ

る。G と B，G と C とをそれぞれ 結ぶ。H は線分 GB と線分

AE との交点であり，I は線分 GC と線分 AF との交点である。

このとき，△ABG≡△ACG である。H と I とを結ぶ。このとき，

HI∥BC，HI∥EFである。AG＝x cm とし，0＜x＜3 とする。 

(1) △GBCの内角∠BGCの大きさを a と゚する。 

㋐ △GBC の内角∠GBC の大きさを a を用いて表しなさ

い。 

 
 
 
 

㋑ a＝90 となるときの xの値を求めなさい。求め方も書くこ

と。 

 
 
 
 
 

(2) x＝2のときの線分 HIの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

問３．図Ⅲにおいて，Jは，D と B とを結んでできる線分 DB と線分 AE との交点である。Kは，D と C とを結んでで

きる線分DCと線分AFとの交点である。JとKとを結ぶ。このとき，JK∥BC，JK∥EFである。立体JK－BCFE

の表面積を求めなさい。 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 

(1) 

㋐ 度 

㋑ 

求め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

xの値 

(2) cm 

問３ cm2 

 
 
 



【問 33】 

底面が 1辺8cmの正方形で深さが 10cmの直方体の水そうと，底面が正方形の直方体の容器を使って実験をし

た。満水にした水そうの中に，空の容器を垂直に静かに沈めていった。はじめは水そうの外に水があふれたが，沈め

た容器の口が水そうの口と同じ高さになると，その後は沈めた容器の中に水が流れ込んだ。次の問いに答えなさい。

ただし，水そうと容器の厚さは考えないものとする。 

（兵庫県 2008年度） 

問１．図1のように，満水にした水そうの中に，底面の1辺が 6cm，高さが 7cmの空

の容器 Pを垂直に静かに沈めた。 

(1) 容器 P の口が水そうの口と同じ高さになるまでに，水そうからあふれ出した

水の量を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 容器 P の底面が水そうの底についたとき，容器 P にたまった水の深さを求

めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

問２．再び満水にした水そうの中に，今度は底面の 1辺が 6cmで高さのわからない空の容器 Qを，底面が水そうの

底につくまで垂直に静かに沈めた。すると，図 2 のように，容器 Q の水の深さと水そうの水の深さが同じになっ

た。このとき容器 Qの高さを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

解答欄 

 

問１ 

(1) cm3 

(2) cm 

問２ cm 

 
 
 



【問 34】 

図Ⅰのように，底面が 1辺 4cmの正方形で，他の辺の長さがすべて 6cmの正四角すいOABCDがある。このと

き，次の各問いに答えなさい。なお，答えに が含まれるときは， をつけたままで答えなさい。また， の中の

数は，最も小さい自然数にしなさい。 

（鳥取県 2008年度） 

問１．底面 ABCDの対角線 ACの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 

問２．頂点 Oから底面 ABCDに垂線 OHをひいたとき，OHの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 

問３．頂点 A を通り底面 ABCDに垂直な直線を軸として，正四角すい OABCD を

1回転させてできる立体の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。 

 
 
 
 
 
 

問４．図Ⅱのように，ひもを頂点Aから頂点Cまで正四角すいOABCDの側面にそって，辺OBと交わるようにかけ，

その交点を P とする。ひもの長さが最も短くなるとき，次の各問いに答えなさい。 

(1) ひもの長さを求めなさい。 

 
 
 

(2) 4点 P，A，B，Cを頂点とする四面体 PABCの体積を求めなさい。 

 
 
 
 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ cm3 

問４ 

(1) cm 

(2) cm3 

 
 
 



【問 35】 

図1のようなたての長さが4cm，横の長さが3cmの長方形の金属板の辺PQと辺RSをつないで円筒をつくった。

線分 PQは円筒の母線である。下の(1)，(2)に答えなさい。 

（島根県 2008年度） 

 
 

(1) 図 2のように，ひもを円筒の側面に Pから Q まで，最短の長さとなるように

1回巻きつけた。このとき，次の①，②に答えなさい。 

① 巻きつけたひもの長さを求めなさい。 

 
 
 

② 巻きつけたひもに沿って円筒を切り開いたときどのようになるか，次のア～エから 1つ選んで記号で答えなさ

い。 

 

 
 

(2) 図 3のように，ひもを円筒の側面に Pから Qまで，線分 PQを 3等分する

点を通り，最短の長さとなるように 3 回巻きつけた。巻きつけたひもの長さを

求めなさい。 

 
 

 

 
解答欄 

 

(1) 

① cm 

②  

(2) cm 

 
 
 



【問 36】 

図 1のように，底面の半径がそれぞれ 5cm，3cmである 2つの円すい A，Bがある。それぞれの円すいの側面の

展開図を同じ平面上で重ならないようにして合わせると，図 2 のような円ができた。このとき，円すい A の側面積を円

周率πを用いて求めなさい。 

（山口県 2008年度） 

 

 
 
 

解答欄 

 

cm2 

 
 
 

【問 37】 

図のような直方体がある。辺 AEの中点を I とし，点B と点 Iを結ぶ。また，点 Jは辺 EF上の点で，∠BIJ＝90°

である。CG＝3cm，GF＝6cm，EJ＝1cmであるとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

（香川県 2008年度） 

(1) 点 C と点 Fを結ぶ線分 CFの長さは 何 cmか。 

 
 
 
 
 
 

(2) この直方体の体積は何 cm3か。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 
 
 



【問 38】 

図のような，AB＝ 5 cm，BC＝2cm，∠ABC＝90°の直角三角形ABCがある。△ABCを，辺ABを軸として1

回転させてできる立体と，辺 BCを軸として 1回転させてできる立体のうち，体積が大きい方の立体の体積を求めよ。

(円周率はπを用いること。)  

（愛媛県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm3 

 
 
 
 
 

【問 39】 

図のような AB＝ACの二等辺三角形 ABCがある。点 A から辺 BCに垂線をひき，辺 BC との交点を D とする。

BC＝8cm，AD＝3cm のとき，辺 BC を軸として 1 回転させたときにできる立体の体積を求めよ。ただし，円周率に

はπを用いること。 

（高知県 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm3 

 
 
 



【問 40】 

図は，正四角すいと直方体を合わせた形で，点 A，B，C，D，E，F，G，H，I を頂点とする立体を表している。正四

角すい ABCDE は，辺の長さがすべて 6cm である。辺 BF の長さは，正四角すい ABCDE の高さに等しい。次の

問１～問３の     の中にあてはまる最も簡単な数を記入せよ。ただし，根号を使う場合は の中を最も小さい整

数にすること。 

（福岡県 2008年度） 

問１．図に示す立体において，辺 GH とねじれの位置にある辺は， 

全部で       本  ある。 

 
 
 
 

問２．図に示す立体において，辺 ADの中点をM とし，辺 AC上に点 Pを， 

BP＋PMの長さが最も短くなるようにとる。 

このとき，BP＋PMの長さは        cm  である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３．図に示す立体において，△AFDの面積は        cm2  である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

問１  

問２  

問３  

 
 
 



【問 41】 

図のような，底面の半径が 3cmで母線の長さが 8cmの円すいがある。この円すいの表面積を求めなさい。 

（佐賀県 前期 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm2 

 
 
 
 
 

【問 42】 

図の四角形 ABCDを直線ℓ を軸として 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。 

（佐賀県 後期 2008年度） 

 
 

解答欄 

 

cm3 

 
 
 



【問 43】 

図のような AB＝ 33 cm，AD＝3cm，AE＝8cmの直方体がある。また，点 Eから AGに垂線をひき，その交点

を P とする。このとき，次の問１～問５に答えなさい。 

（佐賀県 後期 2008年度） 

問１．AGの長さを求めなさい。 

 
 
 

問２．三角すい AEFGの体積を求めなさい。 

 
 
 

問３．△AEG∽△EPGであることを証明しなさい。 

 
 

問４．PGの長さを求めなさい。 

 
 
 
 

問５．三角すいAEFPの体積をV1，三角すいGEFPの体積をV2とすると

き，V1：V2を最も簡単な整数の比で表しなさい。 

 
 
 
 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

問３ 

証明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４ cm 

問５ V1：V2＝      ： 

 
 
 



【問 44】 

図 1，図 2のように，Oを頂点とし，底面の半径が 1cm，高さが 15 cmの円すいがある。このとき，次の問いに答

えなさい。 

（長崎県 2008年度） 

問１．図1において，円すいの母線の長さをx cmとするとき，xの値を求めよ。 

 
 
 
 
 
 

問２．図 1の円すいの体積は何 cm3か。 

 
 
 
 
 
 

問３．図 1の円すいの表面積は何 cm2か。 

 
 
 
 
 
 

問４．図 2において，線分 ABは底面の直径である。また，2点C，Dは，それ

ぞれ母線 OA，OB 上にあり，OC＝OD＝1cm である。円すいの側面に

そって線分 CD を直径とする円周になる線をひく。次に，点 Aから円すい

の側面にそって点Dを通り 1周して点Aに戻ってくる最短の線をひく。円

すいの側面において，これら2本の線によって囲まれる部分 (図2の影を

つけた部分) の面積は何 cm2か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

解答欄 

 

問１ x＝ 

問２ cm3 

問３ cm2 

問４ cm2 

 
 
 



【問 45】 

図 1，図 2のように，O を頂点とし，底面の半径が 1cm，母線の長さが 4cmの円すいがある。このとき，次の問い

に答えなさい。 

（長崎県 2008年度） 

問１．図 1の円すいの高さは何 cmか。 

 
 
 
 
 

問２．図 1の円すいの体積は何 cm3か。 

 
 
 
 
 
 

問３．図 1の円すいの表面積は何 cm2か。 

 
 
 
 
 
 
 
 

問４．図 2において，線分 ABは底面の直径である。また，2点 C，Dは，そ

れぞれ母線OA，OB上にあり，OC＝OD＝1cmである。円すいの側面

にそって線分 CD を直径とする円周になる線をひく。次に，点 A から円

すいの側面にそって点 D を通り 1 周して点 A に戻ってくる最短の線を

ひく。円すいの側面において，これら 2 本の線によって囲まれる部分 

(図 2の影をつけた部分) の面積は何 cm2か。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

問３ cm2 

問４ cm2 

 
 
 



【問 46】 

図のように，底面の半径が 24 cm の透明な円柱の容器に水を入れ，水

平に倒した。そのときの水面の形は AB＝8cm，AD＝15cmの長方形であ

った。次の(1)，(2)の問いに答えなさい。ただし，円周率はπとする。 

（大分県 2008年度） 

(1) 円柱の容器の側面で水にふれている部分(下図)の面積を求めなさい。 

 
 
 
 

(2) 円柱の容器に入っている水の体積を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

解答欄 

 

(1) cm2 

(2) cm3 

 
 
 

【問 47】 

図は，点 A，B，C，D，E，F，G，Hを頂点とする直方体で，AB＝AD＝

8cm，AE＝14cmである。点 Pは辺 FG上にあって，FP＝6cmである。

また，点Qは線分APと長方形BDHFをふくむ平面との交点である。この

とき，次の各問いに答えなさい。ただし，根号がつくときは，根号のついた

ままで答えること。 

（熊本県 2008年度） 

問１．線分 HFの長さを求めなさい。 

 
 
 

問２．△QHFの面積を求めなさい。 

 

 

 

  

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm2 

 
 
 



【問 48】 

2 枚の長方形の板 ABCD，EFGH がある。この 2 枚の長方形の板を，図Ⅰのように，頂点 E，H がそれぞれ，辺

AB，DC 上にくるように組み立てて，写真立てをつくる。BC＝FG＝12cm，DC＝20cm，EF＝10cm のとき，次の

問１～問３に答えなさい。ただし，円周率はπとし，板の厚さは考えないものとする。 

（宮崎県 2008年度） 

問１．図Ⅱは，図Ⅰの頂点 E，H がそれぞれ，辺 AB，DC の中点と

重なるように組み立てたものであり，辺 BC，FGは平面 P上に

ある。∠AEF＝90°のとき，図Ⅱの 6 点 E，F，B，H，G，C を

頂点とする三角柱の体積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２．図Ⅲは，図Ⅱにおいて，辺 AD を辺 FG に重ねたものである。次に，図Ⅲの辺 FG を平面 P に固定したまま，

図Ⅳのように，辺 BCを平面 P上で動かして，辺 FGに近づける。このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

 

(1) 辺BCを，図Ⅲの位置から，∠EFB＝18°になるまで動かすとき，2枚の長方形の板は図Ⅳのように動く。そのう

ち，長方形の板 EFGHが動いてできる立体の表面積を求めなさい。 

 
 
 

(2) 辺 BC を，図Ⅲの位置から，図Ⅳのように，BF＝5cmになるまで動かすとき，頂点 Aがえがく線の長さを求めな

さい。 

 
 
 

問３．図Ⅴは，図Ⅰにおいて，BE＝CH＝8cm，BF＝10cm となるように組み立

てたものである。このとき，図Ⅴの頂点 A と G を結んだ線分 AGの長さを求

めなさい。 

 
 
 
 

 

 

 
 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 

(1) cm2 

(2) cm 

問３ AG＝         cm 

 
 
 



【問 49】 

図のような 1辺の長さが 2cmの立方体がある。このとき，次の問いに答えなさい。 

（沖縄県 2008年度） 

問１．辺 AB とねじれの位置にある辺はいくつあるか求めなさい。 

 
 
 
 
 

問２．対角線 AGの長さを求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３．点Mは辺 BFの中点であり，△AMGを，対角線 AGを軸として

1回転させてできる回転体を考える。ただし円周率はπとする。 

(1) この回転体の体積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) この回転体の表面積を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
解答欄 

 

問１  

問２ cm 

問３ 

(1) cm3 

(2) cm2 

 
 
 


